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インターバンクの声 （2017 年 11 月 17 日） 
 

前日のニューヨーク市場の朝方には久しぶりに 112 円 50 銭を割り込み、円高バイア

スが強まりそうな円相場だったが、昨日は一日中 113 円を中心にした小動きに終始

した。東京時間、マイナスで始まった日経平均も昼前から大きく反発、300 円超上昇

して引けた。その後、欧州株価も反発、米長期金利も上昇したため、ロンドン市場の

午前中に113円30銭台までドルが上昇した際にはもう一段ドル買いが進むかと思わ

れたが、上値追いはなかった。逆にそこから 112 円 70 銭台に反落。米雇用関連指

標やフィラデルフィア連銀製造業指数が市場予想を下回り、米金利が低下し始めた

ことなどが影響したようだ。ドイツでの新政権樹立に向けた連立交渉が難航し、ユー

ロが軟調となってユーロ円の下げ足が速くなったことも円買いにつながっていた。そ

れでも米議会下院で共和党がまとめた税制改革法案が可決されたことが伝わり、ニ

ューヨーク市場終盤には 113 円ちょうど近辺に戻した。ただ、市場の相場観はまちま

ちで、しかも 113 円付近が足元の相場の中立水準との認識も強く、何かインパクトの

ある材料が出てこないと暫くレンジ相場からの離脱は難しそうだ。 
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